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総括

一般社団法人山口県診療放射線技師会
会長　　　山内 秀一

当会は平成24年4月1日に一般社団法人に移行し、名称を山口県診療放射線技師会と改め5年が経過し運営も軌道に乗ってきました。しかし県の監督下から外れる平成33年までは、公益事業費として、毎年およそ290万円を使用する必要があり、会の運営は厳しい状況が続きます。そこで、全体の収益を減少させないように、退会者の抑止と新入会者の勧誘に、引き続きご協力いただけますようお願いいたします。
昨年の8月に山口県診療放射線技師会元会長の藤本清先生がご逝去されました。藤本元会長は、1974年～1977年まで副会長を、1978年～1983年まで会長を歴任され、当会発展に多大な功績を残されました。故人のご冥福を心よりお祈りいたします。
さて、昨年度開催しました事業の中で、特記すべき二点について述べますと、一点目は、チーム医療ワーキングで答申が出された診療放射線技師の業務拡大に関する統一講習会を平成28年8月と平成29年1月に開催しましたが、残念ながら両開催日をあわせて30名しか受講頂けませんでした。厚生労働省医政局医事課長通知の中で、「養成課程において新たな業務に係る教育を受けていない診療放射線技師については、医療安全確保の観点から、新たな業務を行う前に、公益社団法人日本診療放射線技師会が実施する研修を受ける必要があること」が記述されています。従って、受講していない者が、静脈路に造影剤注入装置を接続する行為等によって医療事故を起こしたときには、大きな問題となる可能性があります。大学のカリキュラムの中で、１）造影剤の血管内投与に関して、２）下部消化管検査に関して、３）画像誘導放射線治療に関しての内容を履修した学生が社会人となる2年後まで、山口県を含めた全国で「統一講習会」が開催されますので、是非、受講してください。二点目は、平成27年度より山口県内の放射線治療精度を高める事業を、治療研究会の協力をいただきスタートさせ2年目を迎え、今回も平成29年3月5日に開催された春季講習会で結果を報告いただきました。
次に、講習会開催とは別に山口県から委託を受けて実施している事項三点を述べます。一点目は、県から委託を受けて「医療監視員」を推薦していますが、今年度は、6名の方を推薦しました。またこの中から１名の方に、県の予算処置で「国立保健医療科学院」に研修に行っていただきました。二点目は「四国電力伊方発電所における原子力災害」を想定した緊急被ばく医療訓練の講師に、2名の会員を推薦しました。三点目は、「原子力災害時の緊急被ばく対応訓練の講師を育成する目的で、東京で開催された「診療放射線技師講師養成講習会」に1名の会員を推薦し出席いただきました。
最後に、当会では平成24年より、故大塚名誉会員の寄付金を基に、学術奨励賞と学術功労賞の学術に特化した表彰を始めましたが、昨年の理事会で前項の表彰とは別に、山口県診療放射線技師会の発展に特に功績を残された会員に、「山口県診療放射線技師会功労賞」を贈る事が決まり、今年度より表彰が始まる事をお知らせし、平成28年度の総括とさせていただきます。
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平成28年度会務報告
１．会　　員
平成28年度末在籍会員　
492名
新入会員　22名
再入会員　 1名
転入会員 　3名
転出会員　 6名
退会会員　 13名

２．会　　議
理事会　7回　　　事務所運営委員会1回　　　学術委員会　3回
編集委員会　5回　　　入会金検討委員会1回　　　常任理事会　2回
（胃がん部会・肺がん部会・乳がん部会・組織委員会等）

	３．表彰者
学術功労賞　村田良典　兼廣敦子
学術奨励賞　山本　勇



平成28年度事業報告（別紙１　講習会実績報告書参照）


1. 第72回　一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：平成28年5月15日（日）
開催場所： 宇部シルバーふれあいセンター
県民公開講座：講演1：「こころの健康と書について」
　　書道研究　玄游会会長　矢田　照濤

2. 山口県受託事業講習会の開催
胃がん部会講習会　年間4回開催
第1回2回　　開催月日：平成28年7月10日（日）小郡第一総合病院
第3回4回　　開催月日：平成29年1月22日（日）小郡第一総合病院

3. 定期講習会の開催
開催月日：平成28年  7月 24日 徳山中央病院
開催月日：平成28年 11月13日 小郡第一総合病院
開催月日：平成29年  3月  5日 済生会山口総合病院

4. 各種研修会の開催
地域講習会
JART共催フレッシャーズセミナー　　　　平成28年7月10日　　山口県総合保健会館
JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会（静脈注射免除者向け）」　
平成28年8月6日・7日山口県労福祉会館
JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」
平成29年1月14日・15日　パルトピアやまぐち

5. 会誌の発行　
　　　　年6回発行（抄録集含む）　　部数：560部
平成28年　4月20日　抄録集
平成28年　4月25日　第260号
平成28年　6月25日　第261号
平成28年　9月25日　第262号
平成28年 11月25日　第263号
平成29年  1月25日　第264号

6. やまぐち元気フェア（レントゲン週間の開催を含む）
開催月日：平成28年11月5日（土）
開催場所： 山口県総合保健会館

7. 県民健康講座（やまぐちピンクリボン月間への協力）
ピンクリボン＆ブルーサークルinやまぐち２０１６」
開催月日：平成28年10月8日
開催場所：山口県総合保健会館　多目的ホール

8. 運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）
開催月日：平成28年11月3日（木祝）
開催場所： 美祢スポーツセンター 

9. 連絡協議会の開催
山口県健康福祉部との連絡協議会
開催月日：平成28年8月5日（金）
開催場所：山口県総合保健会館　第3研修室

10. 山口県内の放射線治療ビームの統一に関する活動

11. 原子力災害時の緊急被ばく対応訓練の診療放射線技師講師派遣：山口県より委嘱（１名）

12. ホームページの運営

13. 医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱

14. 各研究会への後援
山口MR撮像技術研究会・山口県放射線治療研究会・山口核医学技術検討会
21世紀山口核医学セミナー・山口CTテクノロジーセミナー・大塚ゼミ
山口乳腺画像研究会・山口IVR懇話会・下関乳腺画像診断カンファレンス　
やまぐちマルチモダリティセミナー・山口　Volume　CTセミナー
Yamaguchi MRI Meeting・山口医療情報システム研究会・山口CT　UPDATE　セミナー


別紙１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成28年度講習会実績報告書


１．第７２回一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：平成28年5月15日（日）
開催場所： 宇部シルバーふれあいセンター
県民公開講座：講演：「こころの健康と書について」
書道研究　玄游会会長　矢田　照濤

○学術発表Ⅰ　  座長：山口大学医学部附属病院　　中原佑基
「当院での201Tl製剤を用いた心筋SPECT検査の収集条件の検討」　岩国医療センター　山崎智朗
「当院のポータブル撮影Virtual Gridの使用経験」　　　　　　　　下関医療センター　中村健一
「当院における診療放射線技師によるインシデント・アクシデントの調査報告」
済生会山口総合病院　渡邊紗加
○学術発表Ⅱ　座長：木村脳神経・外科内科　　末田修一
「頸椎カラー装着時における頸椎MRI撮像への影響検討」　　　　　　　徳山中央病院　東　克弥
「呼吸同期3D SSTSE MRCPにおけるmotion artifact低減の検討　済生会山口総合病院　品川卓範
「2D Balanced SSFPを用いた頚部MRA短時間撮像の検討」　　　　　　宇部興産中央病院　真野　忍
○学術発表Ⅲ　座長：小郡第一総合病院　齋藤孝範
「冠動脈CTにおける音声専用ROIを用いたボーラストラッキング法の検討」
山陽小野田市民病院　河村　南
「冠動脈CTでCTOのCollateralはどれだけ抽出できるか？」　　済生会山口総合病院　篠田啓貴
「造影CT用スパイラルフローチューブによる造影効果の基礎的検討」　　周東総合病院　峯重正紀


２．山口県受託事業講習会　（胃がん部会講習会）
□第1回、2回　平成28年7月10日（日）　総合司会：木村脳神経・内科外科　末田修一
開催場所：小郡第一総合病院　大会議室
フレッシャーズセミナー　座長　柴田病院　三輪慎治
「受診者目線の胃 X 線撮影検査を考えよう‼～よりよい検査を行うための接遇・気遣いについて～」
日本赤十字社　熊本健康管理センター　中島佳子
「異常の発見」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口赤十字病院　木村茂裕
アドバンスセミナー　座長　地域医療機能推進機構　下関医療センター　村上誠一
「病理組織と対応する内視鏡所見」
医療法人渓仁会　手稲渓仁会病院　消化器病センター　濱本英剛
スタートアップセミナー　座長　山口赤十字病院　山野井健
「撮影法・装置～読影の補助についての現状報告」　　　　　　山口総合健診センター　福原孝志
木村脳神経・外科内科　末田修一
下関医療センター　　　中村健一
山口赤十字病院　　　　河野拓也
リフレッシャーズセミナーⅠ　座長　山口県予防保健協会　藤本　智大
「胃病変の基礎解説シリーズ 第１回 陥凹性病変 ～陥凹性病変で用いる用語と鑑別ポイント～」
宇部興産中央病院　礒部雅史
リフレッシャーズセミナーⅡ　座長　柴田病院 三輪慎治
「症例検討」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南記念病院　村田考司



□第3回、4回　平成29年1月22日（日）
開催場所：小郡第一総合病院　大会議室　総合司会：木村脳神経・外科内科　末田　修一
フレッシャーズセミナーⅠ　座長　山口県予防保健協会　藤本　智大
「レーザー内視鏡のポテンシャルを探るBLI/LCIの可能性」　　富士フイルムメディカル株式会社
　内視鏡・超音波事業本部　事業推進部　販売促進グループ　新開　登
「ダイナミックガンマと製品紹介」　　　　　　　　株式会社JVCケンウッド　営業部　田中　豊
「画像処理の実践的な調整法」
東芝メディカルシステムズ株式会社　Ｘ線営業部　画質担当　大塩和美
アドバンスセミナーⅠ　座長　山口赤十字病院　木村　茂裕
「基準撮影法のひと工夫～画像調整方法も考慮して～」
慶応義塾大学病院　放射線技術室　中村祐二郎
リフレッシャーズセミナーⅠ
症例紹介「逐年検診で見逃された症例」　　　　　　　　　　　　　下関医療センター　中村健一
アドバンスセミナーⅡ　座長　木村脳神経・外科内科　末田修一
「液晶モニタの特徴と管理の方法を理解しよう」
熊本大学医学部附属病院　医療技術部　診療放射線技術部門　池田龍二
アドバンスセミナーⅢ　座長　柴田病院　三輪　慎治
「検診台をあまり下げずに前壁撮影を行うコツ」
公益財団法人　広島原爆生涯対策協議会健康管理・増進センター放射線科　品川祐樹
フレッシャーズセミナーⅡ　
「胃病変の基礎解説シリーズ　第2回　隆起性病変」　　　　　　　宇部興産中央病院　礒部雅史
「動画で見る異常の発見と病変描出について」　　　　　　　　　　山口赤十字病院　山野井　健


３．定期講習会
□夏季講習会　平成28年7月24日（日）　徳山中央病院本館　大会議室
「Ｘ線撮影用可動式アシストチェア　エルドラドの紹介」
グローバル電子株式会社　医療機器事業部　平松　匠
「医療事故調査制度について」　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　副院長　中村　洋
「伝えるプレゼンテーション　魅せる工夫」
熊本大学医学部附属病院　医療技術部　診療放射線技術部門　池田龍二
「Mammography担当者のDICOM&モニタ管理」
熊本大学医学部附属病院　医療技術部　診療放射線技術部門　池田龍二

□秋季講習会　平成28年11月13日（日）　小郡第一総合病院　大会議室
テーマ「診療放射線技師の読影補助2」
「新人学術委員各施設からの発表」　　　　　　　　　　　　　　大島町立東和病院　福井智洋
小郡第一総合病院　吉川章子
徳山中央病院　　　山下拓馬
「当院で経験した読影補助の顛末」　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　篠田啓貴
「読影補助のカタチ　～ＣＴの１次読影レポート～」　　大垣市民病院　中央放射線室　市川宏紀
「カンファレンス症例から考える救急ＣＴにおける技師の役割と落とし穴」
聖路加国際病院　放射線科　宇内大祐

□春季講習会　平成29年3月5日（日）　済生会山口総合病院　4F大会議室
「画像ガイド下経皮的凍結治療 -CureからPalliationまで」
株式会社日立製作所　ヘルスケアビジネスユニット　主任　荻原　誠

「県内の放射線治療技術向上と均てん化に対する取り組みについて」
山口大学医学部附属病院　田辺悦章
「救急看護師が行う病態アセスメントと看護」
済生会山口総合病院　認定看護師（救急看護）桂　真佐美
「診療放射線技師が知っておきたい血管外科診療」　　済生会山口総合病院　外科部長　斎藤　聰

４.　診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー
□平成28年7月10日（日）　
開催場所：山口県総合保健会館
エチケット・マナー　　　　　　　　　　　　　　　　　岩国市立美和病院　　丹羽英彰
医療安全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長門総合病院　新町浩太郎
感染対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南市立新南陽市民病院　　蔵永紀靖
気管支解剖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　　三輪光良
胸部撮影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　　三輪光良
被ばく低減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山医師会病院　　渡邊征二
診療放射線技師会の活動について　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　　山内秀一



5.　JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会（静脈注射免除者向け）」　
□平成28年8月6日（土）7日（日） 
開催場所：山口県労福祉会館　大会議室(4F)・第1会議室(2F)

JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」
□平成29年1月14日(土)　15日(日)
開催場所：パルトピアやまぐち


6.　やまぐち元気フェア
□平成28年11月5日（土）
開催場所： 山口県総合保健会館


7.　地域研修会（地域別）
■下関地域
□平成29年3月9日（木）
「造影検査における最近の話題」　　　　　　　　バイエル薬品株式会社　学術担当　山田真由美

■宇部・小野田地域　　　
□平成28年7月22日（金）
「新米技師のCT奮闘記～主に胸部CTガイド下生検ついて～」
山口大学医学部附属病院　河久保英里
「当院のハイブリッドOPE室の紹介」　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　　近沢　苑

■萩・長門地域
□平成28年7月15日（金）
「“一般撮影「狭く、浅く」”」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　茂刈正毅
「非イオン性MRI用造影剤ガドビストの製品情報および安全性情報」
　バイエル薬品株式会社　萩原大輔
■山口地域
□平成29年1月28日（土）
「～最新の東芝Ｘ線システムのご紹介～
Ｘ線アンギオグラフィシステムInfinix celeve-iデジタルＸ線TVシステムZEXIRA」
東芝メディカルシステムズ株式会社　中国四国支社営業推進部　Ｘ線総装置担当　猪狩恭平

■防府地域
□平成28年11月11日（金）
「頭部CTどう撮っていますか？」　　　　　　　　　　　　　　　　　松本外科病院　徳光　正之
「Personalized low doseの実践
—患者様1人1人に応じた侵襲度の低いCT検査を実現するために—」
シーメンスヘルスケア株式会社　ダイアグノスティックイメージング事業本部　CT部門　宮西　佐代子

■周南地域
□平成28年10月12日（水）
「造影剤『ビジパーク』商品紹介」　　　　　　　　第一三共株式会社　癌・造影剤担当　近藤　豊
「造影剤と副作用」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南記念病院　重常杏奈
「COPDとLAA解析」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山医師会病院　森岡　翼
「救急MRIと造影MRIについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　横川裕子


■柳井・大島地域
□平成29年3月17日（金）
「施設紹介と当院MRIでの最近の取り組み」　　　　　　　　　周防大島町立東和病院　福井智洋
「FPD/画像処理の最新事情」
富士フイルムメディカル株式会社　MS部販売促進グループ西日本MSセンター　高橋輝泰


■岩国地域
□平成28年9月29日（木） 
「最新のＸ線透視画像処理技術について」
株式会社日立製作所ヘルスケアビジネユニット　XR営業部　山本晋也
「MRIについて」　　　　　株式会社日立製作所ヘルスケアビジネユニット　XR営業部　前川晃一
「3Tを用いた腹部領域B-TFEの検討」　　　　　　　　　　　　　　岩国医療センター　下釜悠輔

□平成29年2月10日（金）
「東芝320列CTの最新情報と超高精細CTについて」
東芝メディカルシステムズ㈱中国四国支社　営業推進部　CT担当　大坪和義
「心臓CTの被ばく線量軽減への取り組み」　　　　　　　　　　　　岩国医療センター　榎　祐介


別紙２

平成28年度研究会事業実績報告書


■やまぐちマルチモダリティセミナー
□第6回　平成28年10月1日（土）
総合司会　山口大学医学部附属病院　検査部　臨床検査技師長　水野秀一
情報提供
「Anaphylaxis Program」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士製薬工業株式会社
ミニレクチャー　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「～眼科における視能訓練士の役割と画像診断機器について～」
山口大学医学部附属病院眼科　視能訓練士　佐藤洋一
施設発表者「各分野のトピックスや取り巻く話題について紹介」
座長　小郡第一総合病院　　　　　　　　　藤本浩一郎
座長　済生会山口総合病院　臨床検査部主任　村田幸栄
血液検査　　　　　　山口大学医学部附属病院　検査部　副臨床検査技師長　中野かおり
血管・IVR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下関市立市民病院　　　高山裕健
核医学検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　　　　　深見光葉
MR検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　　吉武篤史
消化管造影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村脳神経・外科内科　末田修一
CT検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　　國司正子
超音波検査　　下関医療センター　検査部生理機能検査室　主任臨床検査技師　戸成　弘
特別講演　座長　山口大学医学部附属病院　放射線部　診療放射線技師長　上田克彦
「価値の高い画像診断のために皆で取り組むこと」
山口大学医学部附属病院　放射線部准教授　岡田宗正


■山口CT UPDATE Seminar　
□第11回　平成28年7月9日（土）
総合司会　山口大学医学部附属病院　久冨　庄平
情報提供
「肝のダイナミックCTにおける最適造影剤量の検討」　　　　　　　バイエル株式会社　浜野智裕
話題提供　座長　周東総合病院　峯重正紀
「東芝CT装置の最新情報」　　　　　　　　　　　　　　東芝メディカルシステムズ㈱　大坪和義
「IQon Spectral CTの紹介」　　　　　　　㈱フィリップスエレクトロニクスジャパン　小薗井　剛
「Yes,DS!-Personalized low doseの実践-」　　　　　　　　シーメンスジャパン㈱　宮西佐代子
テーマ発表　座長　萩市民病院　茂刈正毅
「腹部CT撮影範囲どこまで撮ってますか？」　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　西川大輔
「絞扼性イレウスについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　小郡第一総合病院　佐賀光裕
「CTとMRIで比較するAdamkiewicz動脈の抽出」　　　　　　山口大学医学部附属病院　山根正聡
教育講演　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「Revolution CT（GE社　256CT）の実際」
広島大学病院　診療支援部　画像診断部門　藤岡知加子
特別講演　座長　山口大学医学部附属病院　佐野裕一
「臨床CTの技術と知識のビジネスへの応用」
東京工業大学　情報生命博士教育院　産業界若手メンター特定准教授　山本修司


■山口Volume CTセミナー
□第12回　平成29年3月18日（土）
総合司会：萩市民病院　茂刈正毅
情報提供
「ビジパークについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一三共株式会社　近藤　豊
「CTインジェクターの最新のトピックス」　　　　　　　　　　　株式会社根本杏林堂　大坪義浩
記念講演　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「CT検査の変遷-山口大学のCTで振り返る-」
山口大学医学部附属病院　放射線部　技師長　上田克彦
トピックス　座長　小郡第一総合病院　藤本浩一郎
「診断と少し違う治療でのCT」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　西本　司
「SOMATOM Forceの使用経験」　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　山根正聡
チャレンジ発表　座長　済生会山口総合病院　國司正子
「知って得する気管支動脈」　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　塩月佑季
「はじめての物理評価」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　三吉香恵
特別講演　座長　山口大学医学部附属病院　放射線部　久冨庄平
「救急検査における読影補助への取り組み」　
社会福祉法人　恩賜財団　済生会熊本病院　診療支援部門　中央放射線部　井野雅基

■山口ＣＴテクノロジーセミナー
□平成28年11月26日（土）
総合司会 周東総合病院　田野原由華
学術情報
「非イオン性造影剤イオメロン話題提供」　　　　　　　　　　　　　　　　　エーザイ株式会社
トピックス：レクチャー　座長　済生会下関総合病院　木下雄敬
小郡第一総合病院　　藤本浩一郎
「下肢動脈編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　　　　　有富智美
「手関節、足関節～腱の描出～」　　　　　　　　　　　山口県立総合医療センター　松本健一郎
「DIC-CT編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周東総合病院　　　　　　　酒井健太郎
「肩・肘関節編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山陽小野田市民病院　　　　　河村　南
「頭部領域編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　　　　　　　　田邉円花
教育講演　座長　萩市民病院　茂刈正毅
「3次元画像処理と画像について-基本に返ろうCTの基礎リターンズ」
山口大学医学部附属病院　久冨庄平
特別講演　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「自施設でのCT Technology　日常業務に追われ続けて」
国家公務員共済組合連合会　呉共済病院　放射線部主任　森本　章

■山口乳腺画像研究会
□第13回　平成28年9月24日（土）
症例提示　供覧　
報告「RNSA2015報告」　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　楢崎亜希子
技術講演「当院における乳腺MRI検査について」　　　　　　　山口大学医学部附属病院　橋本　歩
特別講演「乳腺画像の動向とBI-RADSの翻訳が与える影響」
社会医療法人博愛会　相良病院附属ブレストセンター　放射線科部長　戸崎光宏
症例発表2題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　楢崎亜希子
山口赤十字病院　　　　　渡邊美由紀
症例解説など　　社会医療法人博愛会　相良病院附属ブレストセンター　放射線科部長　戸崎光宏

■下関乳腺画像診断カンファレンス
□第18回　平成28年10月28日（金）
セッション1
症例検討　進行役　下関医療センター　坂田　朋
セッション2
特別講演　司会　長岡内科・画像診断クリニック　長岡　榮
「乳房MRI診断のコツとピットフォール」
京都府立医科大学　放射線診断治療学講座　後藤眞理子

■Yamaguchi　MRI　Meeting
□第3回　平成28年9月3日（土）
基礎講座　座長　山口大学医学部附属病院　山下雅刀
「MRIの基礎～FBI、Time-SLIPを中心に」
東芝メディカルシステムズ株式会社　中四国支社　営業推進部　高松　慎
「MRIのハードウェアと静磁場強度」
株式会社日立製作所ヘルスケアビジネスユニット　MR営業部　八杉幸浩
教育講座　座長　山口大学医学部附属病院　米沢鉄平
「MRCPの基礎」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　品川卓範
施設発表　座長　下関市立市民病院　細田文吾
テーマ　当院のartifact対策
「拡散強調画像のアーチファクト対策」　　　　　　　　　　　　関門医療センター　　高木秀亮
「整形外科領域におけるモーションアーチファクト対策」　　　　松本外科病院　　　　森田　究
「当院のMotion Artifact低減の工夫」　　　　　　　　　　　　済生会下関総合病院　松本武志

■山口MR撮像技術研究会
□第49回　平成29年2月25日（土）
情報提供　座長　山口大学医学部附属病院　米沢鉄平
「MRで使われる用語で気を付けたいこと」　　　　　バイエル薬品株式会社　ラジオロジー事業部
アプリケーションサービス　シニア　アプリケーション　スペシャリスト　水内宣夫
最新情報　座長　徳山中央病院　岡本　淳
「MRIの最新技術」　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱日立製作所ヘルスケアBusiness Unit
第二技術開発本部MRアプリ開発部　主任技師　原田邦明
施設紹介　座長　下関医療センター　増矢勝史
「Prismaの使用経験」　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　河久保英里
教育講演　座長　済生会山口総合病院　品川卓範
「脳MRIオプション撮像～パラメータ解説も含めて～」　　　　　　製鉄記念八幡病院　大下剛史
特別講演　座長　宇部興産中央病院　真野　忍
「MRIをベースとした3次元画像の脳神経外科手術への応用」
宇部興産中央病院　脳神経外科部長 出口　誠

■21世紀山口核医学セミナー
□第12回　平成29年2月9日（土）
FRI情報提供「脳領域核医学検査の情報にて」　　　　　　　　富士フイルムRIファーマ株式会社
講演Ⅰ　座長　山口大学大学院医学系研究科　放射線医学分野　教授　松永尚文
「認知症の画像診断-日常臨床でなすべき背景病理推定の意義-」　
東京都健康長寿医療センター　放射線診断科　部長　德丸阿耶



講演Ⅱ　座長　山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座　教授　渡邉義文
「アミロイド／タウPETの臨床応用と展望」　
東京都健康長寿医療センター研究所　神経画像研究チーム　研究部長　石井賢二

■山口県放射線治療研究会
□第30回　平成28年7月9日（土）
座長　山口宇部医療センター　藤本和男
「サイバーナイフについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本アーキュレイ　小林一之
座長　セントヒル病院　菅原庸介
「AAPM TG 135（サイバーナイフ）からのQA・QCでの疑問」　山口大学医学部附属病院　田辺悦章
特別講演　座長　セントヒル病院　　　　　　　　　　　　　　船越　猛
山口大学医学部附属病院　放射線治療学分野　椎木健裕
「サイバーナイフの校正」　　　　　　　　　　　がん・感染症センター都立駒込病院　木藤哲史
実機測定実習
「山口県放射線治療施設出力第三者評価　サイバーナイフ　　　　厚南セントヒル病院　中村雅宏
山口大学医学部附属病院　上原拓也
山口県立総合医療センター　安井謙一郎

□第31回　平成28年12月17日（土）
特別講演Ⅰ　座長　山口赤十字病院　藤江克樹
「電子線の線量計算アルゴリズム」エレクタ株式会社　平井奈々子
会員報告　座長　長門総合病院　荒田克昭
「LantisからARIAへの更新」　　　　　　　　　　　　　　　　　関門医療センター　水嶋徳仁
「VarianリニアックのOCR調整について」　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　清川成己
「セットアップについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周東総合病院　弘中聖彦
「AAPMの参加報告」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　藤本昂也
「放射線治療専門技師試験報告」　　　　　　　　　　　　　　　　　セントヒル病院　菅原庸介
電子線治療について　座長　山口県立総合医療センター　安井謙一郎
「徳山中央病院の電子線治療について」　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　師井彩絵
「平行平板型チェンバーの取扱い注意点（電子線PDI測定において」　　周東総合病院　内山茂信
「電子線のモンテカルロ計算の精度検証」　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　世良竜大
特別講演Ⅱ　座長　山口大学医学部附属病院　田辺悦章
「小動物臨床におけるリニアック治療について」
山口大学共同獣医学部獣医学科臨床獣医学講座　井芹俊恵
特別講演Ⅲ　座長　徳山中央病院　 西岡邦夫
「電子線治療のモンテカルロシミュレーション」　　　　　　　　　　　　　　　　　　船越　猛

■山口医療情報システム研究会
□第2回　平成29年2月11日（土）
第1部　最新トピックス
「院内文章の電子管理について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士ゼロックス
第2部　課題報告　可搬型媒体による施設間画像連携の課題と対応
「可搬型媒体　入出力システムの稼働報告」　　　　　　　　　　　　　周東総合病院　河村裕介
第3部　課題検討　ネットワーク構築の課題と対応
「ネットワークの運用で苦労していること」　　　　　　　　　　　　　　光中央病院　秦　大輔
「ネットワーク構築時に気をつけること」　　日本ヒューレット・パッカード株式会社　安藤博昭
「ネットワーク事例紹介」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南記念病院　佐久間一徳


第4部　教育講演
「電子カルテは熟成したのか？～現場は取り残されていないか？～
～成熟のために医療情報技師に求められる視野とは？～」
広島大学病院　准教授　津久間秀彦



■山口IVR懇話会
□第13回　平成28年7月2日（土）　
情報提供「非イオン性等浸透圧造影剤　ビジパーク」　　　　　　　　第一三共株式会社　近藤　豊
施設紹介　座長　済生会山口総合病院　金谷浩三
「当院のハイブリッド手術室の紹介」　　　　　　　　　　山口県立総合医療センター　岡本修二
基礎講座　座長　済生会山口総合病院　放射線部　金谷浩三
「ACSの心エコー」　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　臨床検査部　田中純子
症例カンファレンス　座長　関門医療センター　外来内視鏡／放射線科　　三浦治代
済生会山口総合病院　臨床検査部　　　　　　前川寿徳
「内視鏡で止血困難な潰瘍出血を、IVRを経て外科的治療となった一例」
関門医療センター　外来内視鏡／放射線科　辻　孝子
「コメディカルも知っておきたい危険な合併症」
済生会山口総合病院　循環器・腎臓内科病棟兼アンギオ室　湯面真吾
特別講演　座長　下関市立市民病院　高山裕健
「これから始まる生体吸収スキャホールドを用いた冠動脈インターベンション」
山口大学医学部附属病院　循環器内科　講師　岡村誉之


■山口核医学技術検討会
□第30回　平成28年6月11日（土）
座長　周東総合病院　　　清水健一
小郡第一総合病院　山本公志
話題提供「Ra-223内服療法の安全取扱いについて」　　　　　　　日本メジフィジックス株式会社
指名演題-心筋Tl収集条件検討-
「心筋Tl収集条件検討①-東芝e.cam-」　　　　　　　　　山口県立総合医療センター　加納千晴
「心筋Tl収集条件検討②-Siemens Symbia E-」　　　　　　　　　　岩国医療センター　木村浩二
「心筋Tl収集条件検討③-GE Infinia-」　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　有富智美
「心筋Tl収集条件検討④-GE Optima NM/CT 640-」　　　　　　　　　　徳山中央病院　深見光葉
特別講演「内分泌と泌尿器領域における核医学検査のポイント」
川崎医科大学附属病院　中央放射線部　三村浩朗
　

□第31回　平成28年10月29日（土）
座長　セントヒル病院　玉井義隆
都志見病院　　　古谷直人
話題提供「虚血性心疾患診断をサポートする！-心筋シンチとCTAのFusionを中心に-」
日本メジフィジックス株式会社
指名演題-定量評価-
「CT減弱補正の有無によるGI-BONE SUVの変化」　　　　　　　　済生会山口総合病院　古味省宏
「GI-BONEとQ.Metrixの比較検討」　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　深見光葉
特別講演「SPECT/CT装置導入による核医学検査の変化-画像処理条件と定量評価の可能性-」
島根大学医学部附属病院　放射線部　矢田伸広



■大塚ゼミ（旧山口ゼミ）
□第36回　平成29年1月7日（土）～9日（月）
基調講演「基本的な研究計画の考え方」
香川大学医学部附属病院　臨床研究センター准教授　西本尚樹
基調講演「医療安全に関する研究の実際」　　熊本大学医学部附属病院　医療技術部長　橋田昌弘
討論会「医療安全の取組を研究にできるか」
日本放射線技術学会医療情報部会　リスクマネージメント班　栃原秀一　麻生智彦
相川良人　市川　肇　𡈽井　司　橋田昌弘　三宅博之
日本放射線技術学会医療情報部長　　　　　　　　坂本　博
夜学講演「がんと生きる」　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大学医学部附属病院　田頭裕之
「胸腹部1相撮影による肺動脈3DCT検査法」　　　　　　　　　　　　　産業医科大学　渡辺　亮
「新生児CT撮影における被ばく線量実測に向けた基礎検討」　　　　　　島根大学病院　多田佳司
「小型OSL線量計を用いたCTの入射表面線量実測に向けた基礎研究」
山口大学医学部附属病院　竹上和希
「臨床研究における統計の考え方」
香川大学医学部附属病院　臨床研究センター准教授　西本尚樹
「Universal Calibration Curve for a Small-type OSL Dosimeter to be Used for Direct Dose Measurements of Direct,Scattered  and Penetrating X-ray in the Diagnostic Region」
山口大学医学部附属病院　竹上和希
「The relationship between pixel value and water thickness for calculation size-specific dose estimate(SSDE)from CT localizer」　　　　　　　　　　　Diponegro University　Choirul Anam
英語講演「放射線技術研究における英語」　　山口大学　非常勤講師　スティーブン・ガードナー
英語講演「放射線領域における医療安全:Sidney Dekkerに学ぶ」
がん研究会有明病院主任　鈴木一洋
「研究しよう！（研究は診療レベルをアップする）」
熊本大学医学部附属病院　医療技術部長　橋田昌弘
「ピッツバーグからWEBで留学の様子を報告」
山口大学医学部附属病院（短期留学中）　德禮将吾
「マンモグラフィ領域での分散法とエッジ法によるMTF(SCTF)の比較」
倉敷成人病センター　濱野美月
「小型OSL線量計を用いた一般撮影領域の被ばく線量測定」
徳島大学医学部保健学科　三原由樹
「新しい画像補間技術を用いたトモシンセシスの被ばく低減の試み」
鳥取大学医学部附属病院　福井亮平

公益目的支出計画実施報告書

【平成28年度（ 2016/4/1 から 2017/3/31 まで） の概要】

（単位：円）
	１．公益目的財産額
	29,424,344　　　　　

	２．該当事業年度の公益目的収支差額 ( (1) + (2) – (3) )
	15,000,708　　　　　

	（１）前事業年度末日の公益目的収支差額
	11,962,296　　　　　

	（２）該当事業年度の公益目的支出の額
	4,424,412　　　　　

	（３）該当事業年度の実施事業収入の額
	1,386,000　　　　　

	３．該当外事業年度末日の公益目的財産残額
	14,423,636　　　　　

	４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込額と異なる場合、その概要及び理由

	
公益目的財産残額が、計画の数字よりも281,468円下回っている。
しかしながら、今後の実施事業の規模を鑑みても、実施期間に関しては影響がないと考える。






【公益目的支出計画の状況】
	公益目的死守計画の
完了予定事業年度の末日
	（１）計画上の完了見込み
	平成34年3月31日

	
	（２）（１）より早まる見込みの場合
	





（単位：円）
	
	前事業年度
	当該事業年度
	翌事業年度

	
	計画
	実施
	計画
	実施
	計画

	公益目的財産額
	29,424,344
	29,424,344
	29,424,344
	29,424,344
	29,424,344

	公益目的収支差額
	11,775,392
	11,962,296
	14,719,240
	15,000,708
	17,663,088

	公益目的支出の額
	4,453,848
	4,447,480
	4,453,848
	4,424,412
	4,453,848

	実施事業収入の額
	1,510,000
	1,581,922
	1,510,000
	1,386,000
	1,510,000

	公益目的財産残額
	17,648,952
	17,462,048
	14,705,104
	14,423,636
	11,761,256






平成29年度事業計画

1. 第73回　一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：平成29年5月14日（日）
開催場所： 岩国医療センター　地域医療研修センター
県民公開講座：「錦帯橋の歴史を紐解く」講師：岩国伝統建築協同組合　代表理事　中村雅一


2. 山口県受託事業講習会の開催
　　　　胃がん部会講習会　
第1回　　　　開催月日：平成29年7月8日（土）　開催場所：阿知須共立病院
第2回3回　　開催月日: 平成29年7月9日（日）　開催場所：小郡第一総合病院
第4回　　  　開催月日：平成30年1月21日（日） 開催場所：周南記念病院

3. 定期講習会の開催（放射線治療精度のビーム精度のきんてん化を含む）
　　　　開催月日：平成29年  7月23日（日）　開催場所： 徳山中央病院
　　　　開催月日：平成29年11月12日（日）　開催場所：小郡第一総合病院
　　　　開催月日：平成30年  3月  4日（日） 開催場所： 山口大学医学部附属病院

4. 地域講習会の開催（8地域）

5. フレシャーズセミナー
　　　　開催月日：平成29年  7月9 日（日）
　　　　開催場所：山口県総合保健会館　第2研修室

6. 会誌の発行　
　　　　発行月日：隔月（年6回発行：抄録集含む）　　部数：560部
平成29年　 4月　20日　抄録集
平成29年　 4月　25日　第260号
平成29年　 6月　25日　第261号
平成29年　 9月　25日　第262号
平成29年　11月　25日　第263号
平成30年　 1月　25日　第264号


7. 全国統一講習会
　　　　開催月日：平成29年8月5日（土）6日（日）
　　　　開催場所：パルトピアやまぐち
　　　　開催月日：平成30年1月13日（土）14日（日）
　　　　開催場所：未定



8. 県民健康講座（やまぐちピンクリボン月間への協力）
開催月日：未定
開催場所：山口県総合保健会館　　

9. 運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）
開催月日：平成29年11月19日
開催場所：山口南総合センター 

10. 連絡協議会等の開催
山口県健康福祉部との連絡協議会
開催月日：平成29年8月4日（金）
開催場所：山口県総合保健会館　第2研修室

11. ホームページの運営

12. 医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱

13. 各研究会への後援
山口MR撮像技術研究会・山口県放射線治療研究会・山口核医学技術検討会
21世紀山口核医学セミナー・山口CTテクノロジーセミナー・大塚ゼミ
山口乳腺画像研究会・山口IVR懇話会・下関乳腺画像診断カンファレンス　
やまぐちマルチモダリティセミナー・山口　Volume　CTセミナー
Yamaguchi MRI Meeting・山口医療情報システム研究会・山口CT　UPDATE　セミナー
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【第1号議案】平成28年度決算の承認
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【第２号議案】　定款の変更

定款の変更理由

定款第24条3項について、理事会の開催が三ヶ月に1回以上となっている現在の定款では、実情に合わず、理事会の開催日の設定が難しいため。

変更する場合、法人法上、「三ヶ月に一回以上」または「毎事業年度に4ヶ月を超える間隔で2回以上」と文言が決められている。
「毎事業年度に4ヶ月を超える間隔で2回以上」は、年度内に2回しか理事会を開催しない場合は、1回目の理事会から2回目の理事会の間隔が4ヶ月を超えないといけないが、2回以上開催する場合は、理事会の開催間隔に決まりはないという意味合いであるため、こちらの文言の方が、実情にあった理事会開催ができる。

	現行
	変更案

	第24条
3 会長、副会長及び常任理事は、3ヶ月に１回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

	第24条
3 会長、副会長及び常任理事は、毎事業年度に4ヶ月を超える間隔で2回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。




image2.emf
科目

継　１ 小計 他　１ 他　２ 小計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　受取会費 4,356,000 4,356,000

　　　受取入会金 200,000 200,000

　　　講習会参加収益 15,000 15,000 15,000

　　　賛助金収益 850,000 850,000 850,000

　　　受託金収益 540,000 540,000 540,000

　　　受取寄付金振替額 60,000 60,000 60,000

　　　雑収益 20,000 20,000

　　　　　経常収益計 1,405,000 1,405,000 0 60,000 60,000 4,576,000 6,041,000

　　（２）経常費用

     事業費

　　  諸謝金 750,000 750,000 0 0 0 750,000

　　  旅費交通費 700,000 700,000 0 0 0 700,000

　　  会議費 300,000 300,000 0 0 0 300,000

　  　賃借料 200,000 200,000 0 0 0 200,000

　　  通信運搬費 200,000 200,000 0 0 0 200,000

　　  印刷製本費 1,270,000 1,270,000 0 0 0 1,270,000

　  　福利厚生費 0 0 200,000 0 200,000 200,000

　  　表彰費 0 0 40,000 60,000 100,000 100,000

　　  支払寄付金 50,000 50,000 0 0 0 50,000

　　  支払手数料 6,420 6,420 0 0 0 6,420

　  　諸会費 10,000 10,000 0 0 0 10,000

　　  支払負担金 48,515 48,515 2,065 1,032 3,097 51,612

　　  什器備品 0 0 0 0 0 0

　　  租税公課 81,451 81,451 3,466 1,733 5,199 86,650

　　  光熱水料費 53,323 53,323 2,269 1,135 3,404 56,727

　　  保険料 4,385 4,385 187 93 280 4,665

　  　消耗品費 30,000 30,000 0 0 0 30,000

　  　給料手当　　　　 423,000 423,000 18,000 9,000 27,000 450,000

　　  減価償却費 206,783 206,783 8,591 4,295 12,886 219,669

　　  雑費 20,000 20,000 0 0 0 20,000

    管理費

　　  諸謝金 0 0

　　  旅費交通費 300,000 300,000

　　  会議費 200,000 200,000

　　  賃借料 50,000 50,000

　　  通信運搬費 100,000 100,000

　　  印刷製本費 20,000 20,000

　  　福利厚生費 16,000 16,000

　　  支払手数料 13,000 13,000

　    諸会費 95,000 95,000

　  　支払負担金 51,612 51,612

　　  什器備品 2,990 2,990

　　  租税公課 86,650 86,650

　　  光熱水料費 56,727 56,727

　　  保険料 4,664 4,664

　　  慶弔費 100,000 100,000

　  　消耗品費 40,000 40,000

　　  給料手当　　　　 450,000 450,000

　　  減価償却費 214,769 214,769

　　  顧問契約費費 298,000 298,000

　　  雑費 20,000 20,000

　　　　　経常費用計 4,353,877 4,353,877 274,578 77,288 351,866 2,119,412 6,825,155

　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常増減額 △ 2,948,877 △ 2,948,877 △ 274,578 △ 17,288 △ 291,866 2,456,588 △ 784,155

　２．経常外増減の部

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,948,877 △ 2,948,877 △ 274,578 △ 17,288 △ 291,866 2,456,588 △ 784,155

　　　　　一般正味財産期首残高 681,627 681,627 533,902 △ 458,629 75,273 23,541,803 24,298,703

　　　　　一般正味財産期末残高 △ 2,267,250 △ 2,267,250 259,324 △ 475,917 △ 216,593 25,998,391 23,514,548

Ⅱ．指定正味財産増減の部 0

　　　　　一般正味財産への振替額 60,000 60,000 0 60,000

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 △ 60,000 △ 60,000 0 △ 60,000

　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 860,000 860,000 0 860,000

　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 800,000 800,000 0 800,000

Ⅲ．正味財産期末残高 △ 2,267,250 △ 2,267,250 259,324 324,083 583,407 25,998,391 24,314,548

合計

収支予算内訳表

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

実施事業等会計 その他会計

法人会計
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（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　➀現金

104,349 40,514 63,835

　　　➁銀行預金

54,902 362,737 △ 307,835

　　　➂郵便振替口座

0 31,848 △ 31,848

　　　④前払金

5,280 63,352 △ 58,072

　　　　　　　　　流動資産合計 164,531 498,451 △ 333,920

　2．固定資産

　　　①特定資産

　　　　　　公益事業積立資産

993,527 1,193,527 △ 200,000

　　　　　　表彰事業特定資産

860,000 920,000 △ 60,000

　　　　　　事務所補修備品修理購入積立資産

2,173,404 2,656,491 △ 483,087

　　　　　　減価償却引当資産

3,965,799 3,482,712 483,087

　　　　　　　　　特定資産合計 7,992,730 8,252,730 △ 260,000

　　　②その他の固定資産

　　　　　　建物

16,938,740 17,351,880 △ 413,140

　　　　　　備品

112,702 182,649 △ 69,947

　　　　　　　　　その他の固定資産合計 17,051,442 17,534,529 △ 483,087

　　　　　　　　　固定資産合計 25,044,172 25,787,259 △ 743,087

　　　　　　　　　資産合計（Ａ） 25,208,703 26,285,710 △ 1,077,007

Ⅱ．負債の部

　1．流動負債

　　　未払金 0 298,080 △ 298,080

　　　前受金 50,000 0 50,000

　　　　　　　　　流動負債合計 50,000 298,080 △ 248,080

　２．固定負債 0 0 0

　　　　　　　　　固定負債合計 0 0 0

　　　　　　　　　負債合計（Ｂ） 50,000 298,080 △ 248,080

Ⅲ．正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　　　　　　指定正味財産合計（Ｃ） 860,000 920,000 △ 60,000

　　　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 860,000 920,000 △ 60,000

　２．一般正味財産

（Ｄ）＝（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ）

24,298,703 25,067,630 △ 768,927

　　　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 7,132,730 7,332,730 △ 200,000

　　　　　　　　　正味財産合計（Ｅ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 25,158,703 25,987,630 △ 828,927

　　　　　　　　　負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｅ） 25,208,703 26,285,710 △ 1,077,007

平成29年3月31日　　現在

貸借対照表
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       科     目

当年度 前年度 増　減 備　考

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　受取会費

4,474,000 4,320,000 154,000

　　　　受取入会金

285,000 215,000 70,000

　　　　講習会参加費収益

16,000 12,000 4,000

講習会受講費　他

　　　　賛助金収益

830,000 790,000 40,000

　　　　受託金収益

540,000 779,922 △ 239,922

　　　　受取寄付金

0 100,000 △ 100,000

　　　　受取寄付金振替額

60,000 20,000 40,000

表彰事業特定資産

　　　　雑収益

153,310 170,553 △ 17,243

　　　　　　　　　経常収益計

6,358,310 6,407,475 △ 49,165

　　（２）経常費用

　　　　事業費

4,625,054 4,618,415 6,639

　　　　管理費

2,502,183 2,418,909 83,274

　　　　　　　　　経常費用計

7,127,237 7,037,324 89,913

　　　　　　　　　当期経常増減額

△ 768,927 △ 629,849 △ 139,078

　２．経常外増減の部

  　（１）経常外収益

　　　　　　　　　経常外収益計

0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　固定資産除却損

0 0 0

　　　　　　　　　経常外費用計 0 0

0

　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　当期一般正味財産増減額

△ 768,927 △ 629,849 △ 139,078

　　　　一般正味財産期首残高

25,067,630 25,697,479 △ 629,849

　　　　一般正味財産期末残高

24,298,703 25,067,630 △ 768,927

Ⅱ．指定正味財産増減の部

          受取補助金等

0 60,000 △ 60,000

　　　　一般正味財産への振替額

60,000 20,000 40,000

　　　　当期指定正味財産増減額

△ 60,000 △ 20,000 △ 40,000

　　　　指定正味財産期首残高

920,000 940,000 △ 20,000

　　　　指定正味財産期末残高

860,000 920,000 △ 60,000

Ⅲ．正味財産期末残高

25,158,703 25,987,630 △ 828,927

正味財産増減計算書

                         平成 28年4月1日から平成 29年3月31日まで
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科目

継　１ 小計 他　１ 他　２ 小計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　受取会費

4,474,000 4,474,000

　　　受取入会金

285,000 285,000

　　　講習会参加収益

16,000 16,000 16,000

　　　賛助金収益

830,000 830,000 830,000

　　　受託金収益

540,000 540,000 540,000

　　　受取寄付金

0 0

　　　受取寄付金振替額

60,000 60,000 60,000

　　　雑収益

153,310 153,310

　　　　　経常収益計

1,386,000 1,386,000 0 60,000 60,000 4,912,310 6,358,310

　　（２）経常費用

   事業費

　　  諸謝金

826,193 826,193 0 0 0 826,193

　　  旅費交通費

909,296 909,296 9,681 14,534 24,215 933,511

　　  会議費

107,771 107,771 0 0 0 107,771

　  　賃借料

167,287 167,287 3,908 1,954 5,862 173,149

　　  通信運搬費

234,358 234,358 4,815 2,408 7,223 241,581

　　  印刷製本費

1,218,385 1,218,385 1,259 630 1,889 1,220,274

　  　福利厚生費

0 0 45,295 0 45,295 45,295

　　　表彰費

0 0 0 60,000 60,000 60,000

　　  支払手数料

5,292 5,292 0 0 0 5,292

　  　諸会費

13,000 13,000 0 0 0 13,000

　　  支払負担金

51,444 51,444 2,189 1,095 3,284 54,728

　　  什器備品

3,543 3,543 151 75 226 3,769

　　  租税公課

81,451 81,451 3,466 1,733 5,199 86,650

　　  光熱水料費

45,447 45,447 1,934 967 2,901 48,348

　　  保険料 6,432 6,432 274 137 411 6,843

　  　消耗品費

46,395 46,395 1,838 919 2,757 49,152

　  　給料手当　　　　

448,863 448,863 19,101 9,550 28,651 477,514

　　  減価償却費

258,215 258,215 8,486 4,243 12,729 270,944

　　 支払寄付金

0 0 0

　　  雑費

1,040 1,040 0 0 0 1,040

  管理費

　　  諸謝金

0 0

　　  旅費交通費

580,681 580,681

　　  会議費

139,436 139,436

　　  賃借料

97,709 97,709

　　  通信運搬費

120,382 120,382

　　  印刷製本費

31,482 31,482

　  　福利厚生費

15,479 15,479

　　  支払手数料

11,724 11,724

　    諸会費

95,600 95,600

　  　支払負担金

54,727 54,727

　　  什器備品

3,769 3,769

　　  租税公課

86,650 86,650

　　  光熱水料費

48,347 48,347

　　  保険料

6,843 6,843

　　  慶弔費

47,139 47,139

　  　消耗品費

45,945 45,945

　　  給料手当　　　　

477,513 477,513

　　  減価償却費

212,143 212,143

　　  顧問契約費

298,080 298,080

　　  雑費

128,534 128,534

　　　　　経常費用計

4,424,412 4,424,412 102,397 98,245 200,642 2,502,183 7,127,237

　　　　　当期経常増減額

△ 3,038,412 △ 3,038,412 △ 102,397 △ 38,245 △ 140,642 2,410,127 △ 768,927

　２．経常外増減の部

　　　(1)経常外収益

　　　　　経常外収益計

0 0 0 0 0 0 0

　　(2)経常外費用

　　　　　固定資産除去損

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　経常外費用計

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額

△ 3,038,412 △ 3,038,412 △ 102,397 △ 38,245 △ 140,642 2,410,127 △ 768,927

　　　　　一般正味財産期首残高

3,720,039 3,720,039 636,299 △ 420,384 215,915 21,131,676 25,067,630

　　　　　一般正味財産期末残高 681,627 681,627 533,902 △ 458,629 75,273 23,541,803 24,298,703

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　一般正味財産への振替額

60,000 60,000 60,000

　　　　　当期指定正味財産増減額

0 0 0 △ 60,000 △ 60,000 0 △ 60,000

　　　　　指定正味財産期首残高

0 0 0 920,000 920,000 0 920,000

　　　　　指定正味財産期末残高

0 0 0 860,000 860,000 0 860,000

Ⅲ．正味財産期末残高

681,627 681,627 533,902 401,371 935,273 23,541,803 25,158,703

合計

正味財産増減計算書内訳表

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

実施事業等会計 その他会計

法人会計
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　ただし、平成１９年３月以前に取得した固定資産については、残存価格を５年で均等償却を行う。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　

小　計 0 0 0 0

特定資産

  公益事業積立資産 1,193,527 0 200,000 993,527

  表彰事業特定資産 920,000 0 60,000 860,000

  事務所補修備品修理購入積立資産 2,656,491 0 483,087 2,173,404

  減価償却引当資産 3,482,712 483,087 0 3,965,799

　

合　計 8,252,730 483,087 743,087 7,992,730

（単位：円）

科　目 当期末残高

（うち指定財

産からの充

当額）

（うち一般正

味財産からの

充当額）

（うち負債に対

応する額）

基本財産

　銀行預金 0 0 0 ―

小　計 0 0 0 ―

特定資産

　公益事業積立資産 993,527 0 993,527 0

  表彰事業特定資産 860,000 860,000 0 0

  事務所補修備品修理購入積立資産

2,173,404 0 2,173,404 0

　減価償却引当資産 3,965,799 0 3,965,799 0

小　計 7,992,730 860,000 7,132,730 0

合　計 7,992,730 860,000 7,132,730 0

　（３）固定資産の減価償却の方法

理事、役員に給与、退職金等を支給しない。したがって、退職金等引当金勘定は設定しない。

　（5）消費税等の会計処理

財務諸表に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記

２．重要な会計方針

　　　　該当なし

　（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　棚卸資産は、原則として保有しない。

　

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　有価証券等の債権は、原則として保有しない。

　　　　定額法による。

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　（４）引当金の計上基準

　また、基本財産は公益活動に使用され財産価値が減価しない財産である必要があるため、基本財産は

保有していない。

消費税の会計処理は、税込法による。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

３．会計方針の変更

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

重要な変更は、ない。
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（単位：円）

科　目 取得価額

減価償却

累計額

当期末残高

建　　物 20,657,000 3,718,260 16,938,740

応接セット 265,510 265,509 1

プロジェクター 291,900 291,899 1

GMサーベイメーター 294,000 181,300 112,700

合　計 21,508,410 4,456,968 17,051,442

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額

当期末 残高 貸借対照表上の記載区分

寄付金

　表彰事業資産 大塚　昭義 920,000 0 60,000 860,000指定正味財産

合　計 920,000 0 60,000 860,000

（単位：円）

60,000

合　計 60,000

9．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳



金　額

*耐用年数の経過した備品については、２．重要な会計方針（3）に示すとおりである。

内　　容

担保に供している資産は、ない。

11．重要な後発事象は、ない。

　　        目的達成による指定解除額

10.関係当事者との取引の内容

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

固定資産の取得価額、減価償却累計額、及び当期末残高は、次のとおりである。

関係当事者との取引関係は、ない。

7．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

8．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

６．担保に供している資産
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